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§１．研究成果の概要 

 

今年度は A．量子センサと量子通信の複合プロトコルである量子遠隔センシング、B．量子ビット

を用いた磁場センサの高感度化・多機能化、C．超伝導量子ビットのデコヒーレンス解析、D．量子

アニーリングのノイズ耐性向上、E．NISQ アルゴリズムの提案と NISQ デバイスのノイズ耐性向上、

の研究を行った。より具体的には、A に関しては、DICKE 状態を利用して量子センサに匿名性の

機能を追加する研究、位相緩和の影響下での量子秘匿センサの性能解析を行った。B．に関して

は、電子スピン間のエンタングルメントの利用による NMR の感度向上、量子ゼノン効果を用いたバ

イアスノイズの抑制、ハイゼンベルク限界を達成するエンタングルメントの効率的生成法の提案、量

子ビットの協調効果を利用した位相緩和に対してロバストなセンシングプロトコルの開発、量子ビッ

ト間相互作用の制御不要なエンタングルメントセンサ、マイクロ波と RF の組み合わせによる NV 中

心の制御理論の構築などを行った。C に関しては、パラメトロン量子ビットのノイズ下でのダイナミク

スの解析、トランズモン量子ビットのデコヒーレンス解析を目指した基礎的な数値計算を行った。D

に関しては、ラムゼ測定を用いることで非断熱的遷移に対してロバストなプロトコルの提案を行い、

またエネルギー分散測定を用いることで量子アニーリングの精度を保証するスキームの考案をし

た。E に関しては、NISQ の変分原理アルゴリズムを用いてボルツマン機械学習を実行する手法を

提案して、さらに NISQ における疑似確率法を用いたノンマルコフノイズの抑制理論を構築した。 
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